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休
暇
の
取
り
や
す
さ
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
曜
日
が
違
え

ば
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
違
っ
て
く
る
。
旅
行
出

発
日
の
偏
り
を
、
主
な
同
行
者
セ
グ
メ
ン

ト
別
（
標
本
数
５
０
０
以
上
）
に
見
た
の

が
図
２
で
あ
る
。

ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
の
出
発
が
目
立
つ
セ
グ

メ
ン
ト
は「
小
中
高
生
の
子
ど
も
と
一
緒
の

家
族
旅
行
」で
43
・
４
％
を
占
め
る
。一
方
、

平
日
の「
月
～
木
曜
日
」出
発
は
、「
子
育

て
後
の
女
性
に
よ
る
友
人
旅
行
」
52
・
２

％
で
５
割
を
超
え
て
お
り
、
以
下「
子
育

て
後
の
男
性
に
よ
る
友
人
旅
行
」
45・９
％
、

「
子
育
て
後
の
夫
婦
で
の
旅
行
」
43
・
１
％

の
順
で
高
い
。

金
土
日
曜
・
祝
日
の
出
発
が
多
い
セ
グ

メ
ン
ト
は
、「
未
婚
女
性
に
よ
る
友
人
旅
行
」

55・４
％
、「
未
婚
男
性
に
よ
る
友
人
旅
行
」

50・
７
％
、「
夫
婦
で
の
旅
行
（
子
ど
も
な

し
）」
50
・
０
％
、「
カ
ッ
プ
ル
で
の
旅
行
」

47
・
７
％
な
ど
で
あ
る
。

次
に
年
代
を
軸
に
出
発
日
の
傾
向
を
見

る
と（
図
３
）、若
年
層
か
ら
50
代
に
か
け

て
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
と
金
土
日
曜
・
祝
日

の
出
発
が
多
く
、
60
代
以
上
で
は
「
月
～

木
曜
日
」
出
発
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

旅
行
発
生
量
の
月
別（
出
発
月
）
の
ば

ら
つ
き
に
つ
い
て
整
理
す
る
（
図
４
）。

最
も
宿
泊
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行

が
多
い
月
は
８
月
で
年
間
発
生
量
の
10
・
９

％
を
占
め
て
い
る
。以
下
、年
末
の
12
月
が

10
・７
％
、紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
10
月
が
10
・
３

％
、初
旬
に
Ｇ
Ｗ
が
あ
る
５
月
が
９・５
％

で
続
い
て
い
る
。
逆
に
旅
行
量
が
最
も
少

な
い
月
は
２
月
で
５・６
％
、以
下
６
月
が

６・１
％
、１
月
が
６・４
％
、４
月
が
６・６

％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

年
代
別
に
月
別
の
旅
行
量
の
傾
向
を

見
て
み
よ
う
（
図
５
）。

最
も
旅
行
量
が
多
い
８
月
で
は
、若
年

層
か
ら
50
代
に
か
け
て
の
最
も
旅
行
が
多

い
月
と
な
っ
て
い
る
。一
方
で
60
代
以
上
で

は
酷
暑
を
嫌
う
傾
向
も
あ
り
、８
月
の
旅

本
稿
で
は
、
観
光
需
要
の
時
期
的
な

偏
り
に
つ
い
て
各
種
統
計
デ
ー
タ
を
も
と

に
俯ふ

瞰か
ん

す
る
こ
と
と
す
る
。
第
１
節
で
は

国
内
旅
行
市
場
の
現
状
を
人
数
ベ
ー
ス
、

消
費
額
ベ
ー
ス
の
順
に
見
る
こ
と
に
す
る
。

第
２
節
で
は
、
地
域
別
に
見
た
観
光
需
要

の
偏
り
を
概
観
し
た
上
で
、
外
国
人
客
に

よ
る
地
域
の
宿
泊
需
要
平
準
化
の
貢
献
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

1 

国
内
観
光
需
要
の

時
期
別
に
見
た
偏
在

①
旅
行
出
発
日
お
よ
び
出
発
月
の
現
況

そ
れ
で
は
、
ま
ず
日
本
人
が
「
旅
行

に
行
く
時
期
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
資

2

デ
ー
タ
か
ら
見
る
観
光
需
要
の
偏
在

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
次
長
・
主
席
研
究
員

観
光
文
化
研
究
部
　
主
任
研
究
員

料
は
、
全
国
の
消
費
者
を
対
象
と
し
た

「
２
０
１
４
年
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
旅
行
実
態
調
査
」

（〔
公
財
〕
日
本
交
通
公
社
）
で
あ
る
（
旅

行
標
本
数
２
０
１
５
０
件
）。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
60
代
以

上
の
旅
行
量
が
実
態
よ
り
も
少
な
め
に
反

映
さ
れ
る
点
に
留
意
願
い
た
い
。

日
本
人
の
旅
行
時
期
は
、
ピ
ー
ク
シ
ー

ズ
ン
が
23
・３
％（
夏
休
み
８・５
％
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク〔
以
下
、Ｇ
Ｗ
〕６・７
％
、

年
末
年
始
８・２
％
）、「
月
～
木
曜
日
」
が

31
・３
％
、金
土
日
曜
・
祝
日（
ピ
ー
ク
シ
ー

ズ
ン
を
除
外
）が
45
・
３
％（
う
ち「
金
曜

日
」13
・
０
％
、「
土
曜
日
」17
・
７
％
、「
日

曜
・
祝
祭
日
」
14
・
７
％
）と
な
っ
て
い
る

（
図
１
）。

五
木
田  

玲
子

塩
谷  

英
生
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行
は
７
％
台
に
と
ど
ま
る
。
12
月
も
８
月

と
類
似
し
て
お
り
、60
代
以
上
の
旅
行
は

少
な
い
。
逆
に
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

と
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
60
代
以

上
の
旅
行
が
目
立
つ
月
と
な
っ
て
い
る
。

②
観
光
消
費
額
・
消
費
単
価
の
偏
り

観
光
需
要
の
指
標
は
、観
光
客
数
や
延

べ
宿
泊
者
数
な
ど「
人
回
」「
人
泊
」を
単

位
と
す
る
人
数
に
関
す
る
も
の
と
、観
光

消
費
額
な
ど
「
円
」
を
単
位
と
す
る
も

の
に
大
別
で
き
る
。
そ
し
て
、
観
光
経
済

の
視
点
で
は
後
者
の
平
準
化
が
よ
り
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

観
光
庁
の｢

旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調

査｣

を
用
い
て
観
光
消
費
額
の
平
準
化
の

状
況
を
見
て
み
る
。
ま
ず
、
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）の
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

旅
行
の
消
費
額
は
約
８・５
兆
円
と
推
計

さ
れ
て
い
る（
旅
行
前
後
の
支
出
を
含
む
）。

こ
れ
を
月
別
に
見
る
と
、８
月
の
消
費

額
が
１
・
２
兆
円
と
突
出
し
た
形
と
な
っ

て
お
り
、年
間
の
14
・１
％
を
占
め
て
い
る
。

以
下
、３
月
、５
月
、10
月
、11
月
、９
月
が

７
０
０
０
億
円
台
で
続
い
て
い
る
。
消
費

額
が
少
な
い
月
は
２
月
、４
月
、６
月
で

５
０
０
０
億
円
台
と
な
っ
て
い
る
（
図
６
）。

資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

図１  日本人の宿泊観光レクリエーション旅行の出発日
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資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

図３  日本人の宿泊観光レクリエーション旅行の出発日（年代別）
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資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

図２  日本人の宿泊観光レクリエーション旅行の出発日（同行者セグメント別）
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8

月
別
に
旅
行
１
人
１
回
当
た
り
の
消

費
単
価
を
見
る
と
、
最
も
消
費
単
価
が

高
い
月
は
10
月
で
５
万
９
９
０
０
円
で
あ

り
、以
下
11
月
５
万
７
８
０
０
円
、１
月

５
万
６
４
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。旅
行
量

が
最
も
多
い
８
月
は
５
万
２
３
０
０
円
と
、

年
間
平
均
の
５
万
３
３
０
０
円
よ
り
も
若

干
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因

の
一
つ
と
し
て
は
、８
月
の
旅
行
が
多
い

若
年
層（
乳
幼
児
を
含
む
）の
消
費
単
価

が
低
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

消
費
額
や
消
費
単
価
の
偏
在
の
し
か
た

は
、
観
光
産
業
の
業
種
に
よ
っ
て
も
異
な

る
。こ
こ
で
は
、同
調
査
か
ら
観
光
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の「
宿
泊
費（
個
人
手
配
旅

行
）」を
月
別
に
見
て
み
る
（
図
７
）。

ま
ず
宿
泊
費
が
、１
月
、10
月
、８
月
の

順
で
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
旅
行
１
回
当

た
り
の
泊
数
は
年
間
平
均
が
１
・
64
泊
に

対
し
て
、１
月
が
１
・
75
泊
、10
月
が
１
・
63

泊
、８
月
が
１・81
泊
と
な
っ
て
お
り
、10
月

の
１
泊
当
た
り
の
宿
泊
単
価
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
宿
泊
費
が
最
も
低
い
月
は
５
月

（
１
万
５
９
０
０
円
）で
あ
り
、Ｇ
Ｗ
の
あ
る

初
旬
と
中
下
旬
の
格
差
が
大
き
く
、ベ
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
均
宿
泊
費

は
低
い
。こ
の
他
、２
～
３
月
、６
～
７
月
、

観光文化227号 October 2015

資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

図４  日本人の宿泊観光レクリエーション旅行の出発月
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資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」

図５  日本人の宿泊観光レクリエーション旅行の出発月（年代別）
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図６  月別に見た観光・レクリエーション消費額
および消費単価
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資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査（2014年）」

6,009

56.4 55.0

48.7

55.1
50.3 49.2

53.9 52.3
52.2

59.9 57.8
52.9

5,338

7,725

5,420

7,516

5,989
6,735

12,019

7,017
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図７  月別に見た観光・レクリエーションの宿泊費
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資料：観光庁「旅行・観光消費動向調査（2014年）」

22.7

17.0

16.1

17.7

15.9

16.6

16.7

19.4

16.6

20.2

18.8

18.9

（千円／人回）

宿泊費（個人手配旅行）

227観光文化特集2.indd   8 2015/10/02   18:50



9 特集◉「平準化」を考える——成熟化社会の旅と観光地に向けて
特集2 データから見る観光需要の偏在

９
月
の
宿
泊
費
も
低
い
傾
向
が
あ
る
。

2
地
域
に
お
け
る
観
光
需
要

の
偏
り
と
外
国
人
客
に
よ

る
平
準
化
へ
の
貢
献

①
地
域
別
に
見
た
観
光
需
要
の
偏
り

地
域
単
位
で
見
た
観
光
需
要
の
時
期

的
な
ば
ら
つ
き
は
、も
ち
ろ
ん
日
本
全
体

の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
観
光
地
の
誘
致
力

は
、
地
域
の
観
光
資
源
や
提
供
さ
れ
る
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
例

え
ば
１
月
の
よ
う
な
寒
い
時
期
で
あ
っ
て

も
、
初
詣
や
ス
キ
ー
と
い
っ
た
季
節
的
な

資
源
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
有
す
る
地
域
で

は
誘
致
力
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
観
光
庁
の「
宿
泊
旅
行
統

計
調
査
（
２
０
１
４
年
確
報
）」を
用
い
て
、

都
道
府
県
単
位
の
偏
り
の
状
況
に
つ
い
て

概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

図
８
は
、年
間
延
べ
宿
泊
者
数（
対
数

表
示
）を
縦
軸
に
、月
別
延
べ
宿
泊
者
数
の

「
変
動
係
数
」を
横
軸
と
し
て
各
都
道
府
県

を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。図
中
の
縦

横
の
破
線
は
全
国
平
均（
延
べ
宿
泊
者
数

１
０
０
７
万
人
泊
、「
変
動
係
数
」０
・
14
）

を
表
し
て
い
る
。ま
た
、宿
泊
客
に
は
ビ
ジ

ネ
ス
客
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
点
に
留
意

願
い
た
い
。

こ
こ
で
、「
変
動
係
数
」
と
は
月
別
宿

泊
数
の
相
対
的
な
ば
ら
つ
き
度
合
い
を
表

す
指
標
で
あ
り
、標
準
偏
差
を
平
均
値
で

除
す
こ
と
で
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
数
値
は
、

観
光
客
数
が
突
出
し
て
多
い
月
や
低
い
月

②
観
光
活
動
別
に
見
た
偏
り

図
９
は
、｢

Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｆ
旅
行
実
態
調
査
」

か
ら
各
種
観
光
活
動
の
年
間
平
均
の
実

施
率
を
横
軸
に
、
月
別
構
成
比
の
変
動

係
数
を
縦
軸
に
し
て
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の

で
あ
る
。
横
軸
は
い
わ
ば
市
場
規
模
を
表

し
、
縦
軸
は
季
節
に
よ
る
ば
ら
つ
き
度
合

い
を
示
す
。
な
お
、
各
活
動
の
変
動
係
数

の
単
純
平
均
は
０
・
40
で
あ
る
。

変
動
係
数
が
大
き
い
活
動
と
し
て
は

「
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
」「
海
水
浴
・
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」
が
頭ず

ぬ抜
け
て
お
り
、
こ

れ
に「
季
節
の
花
見
」「
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
・

エ
コ
ツ
ア
ー
」
が
続
く
。
年
間
に
均な

ら

す
と

こ
れ
ら
の
活
動
の
実
施
率
は
低
い
が
、
季

節
的
、
地
域
的
に
見
る
と
集
中
的
な
需
要

が
発
生
す
る
活
動
で
あ
る
。
こ
う
し
た
活

動
が
誘
客
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
地
域
で

は
、
観
光
地
経
営
の
観
点
か
ら
平
準
化
が

課
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

一
方
で
、変
動
係
数
が
低
く
て
実
施
率

も
高
い
活
動
に
は
、「
自
然･

風
景･

景
勝

地
鑑
賞
」「
温
泉
」「
現
地
グ
ル
メ･

名
物

料
理
」「
歴
史･

文
化
的
な
名
所･

社
寺
仏

閣
」「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ･

買
い
物
」「
ま
ち
並

み
散
策
」
な
ど
が
あ
る
。こ
う
し
た
需
要

は
、夏
場
で
も
冬
場
で
も
比
較
的
安
定
的

が
あ
る
と
大
き
く
な
り
や
す
い
。

大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
、変
動
係
数
が

大
き
い
地
域
は
、甲
信
越
地
方
、北
陸
、北

海
道
、東
北
地
方
な
ど
雪
国
や
北
国
に
比

較
的
多
く
見
ら
れ
る
。一
方
、変
動
係
数
が

低
い
地
域
は
、大
都
市
圏
を
抱
え
る
地
域

や
九
州
地
方
な
ど
で
目
立
っ
て
い
る
。

図８  都道府県別延べ宿泊数と月別延べ宿泊者数の変動係数
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2

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査（2014年確報）」

延
べ
宿
泊
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数
（
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万
人
泊
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対
数
表
示

月別延べ宿泊者数の変動係数（標準偏差／平均値）
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10

に
発
生
し
て
い
る
。

③
外
国
人
客
に
よ
る

宿
泊
需
要
平
準
化
へ
の
貢
献

円
安
を
背
景
に
訪
日
外
国
人
客
の
増
加

が
続
い
て
お
り
、
２
０
１
５
年（
平
成
27

年
）の
訪
日
外
客
数
は
上
半
期
の
推
定
値

が
約
９
１
４
万
人（
日
本
政
府
観
光
局〔
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
〕推
計
）、
前
年
比
46
・
０
％
増
と

い
う
驚
異
的
な
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
前

掲
の「
２
０
１
４
年
宿
泊
旅
行
統
計
」
で

見
る
と
、外
国
人
客
の
延
べ
宿
泊
者
数
は

４
４
８
２
万
人
泊
で
、
総
延
べ
宿
泊
者
数

４・７
億
人
泊
の
９・５
％
を
占
め
る
ま
で

に
な
っ
た
（
２
０
１
３
年
は
７・２
％
）。

外
国
人
客
は
、
需
要
の
平
準
化
に
ど
の

程
度
貢
献
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、「
宿

泊
旅
行
統
計
調
査
」
を
用
い
て
宿
泊
需
要

の
平
準
化
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
図
10
は
、

月
別
の
日
本
人
お
よ
び
外
国
人
の
延
べ
宿

泊
者
数
の
構
成
比
と
客
室
稼
働
率
を
見

た
も
の
で
あ
る
。

日
本
人
客
の
ピ
ー
ク
が
８
月（
11・８
％
）

で
あ
る
の
に
対
し
、
外
国
人
客
で
は
桜
の

開
花
期
を
含
む
４
月（
10
・
１
％
）が
ピ
ー

ク
と
な
っ
て
い
る
。
４
月
は
国
内
旅
行
市

場
で
は
オ
フ
に
当
た
る
時
期
で
あ
り
、
外

国
人
の
需
要
は
国
内
旅
行
市
場
の
偏
り
を

観光文化227号 October 2015

図９  観光活動の実施率と変動係数
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資料：（公財）日本交通公社「2014年JTBF旅行実態調査」
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図10  月別に見た国籍別延べ宿泊者数構成比と客室稼働率

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査（2014年確報）」
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11 特集◉「平準化」を考える——成熟化社会の旅と観光地に向けて
特集2 データから見る観光需要の偏在

効
果
的
に
補
完
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、４
月
に
準
じ
る
ピ
ー
ク
が
７
月

と
10
月
で
あ
り
、こ
の
時
期
の
国
内
旅
行

は
オ
フ
で
は
な
い
が
、８
月
に
比
べ
る
と
客

室
稼
働
率
に
も
若
干
余
裕
が
あ
る
時
期

と
な
っ
て
い
る
。こ
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、

気
候
が
良
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、稼
働
率

に
お
い
て
外
国
人
受
け
入
れ
の
余
裕
が
あ

る
時
期
は
、５
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬
に

か
け
て
と
、（
連
休
を
除
く
）９
月
で
あ
る
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
品
開
発
を
強
化
す

べ
き
期
間
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

前
掲
の
月
別
延
べ
宿
泊
者
数
の
「
変

動
係
数
（
＝
標
準
偏
差
／
平
均
値
）」
は

全
国
で
０
・
14
で
あ
っ
た
が
、日
本
人
宿
泊

者
の
み
で
計
算
し
た
場
合
は
０
・
15
と
な

る（
図
11
）。
し
た
が
っ
て
、外
国
人
客
の

需
要
が
加
わ
る
こ
と
で
変
動
係
数
は
０
・

01
改
善
し
て
い
る
こ
と
に
な
る（
改
善
率

７・２
％
）。

都
道
府
県
ご
と
の
改
善
率
は
地
域
差

が
大
き
い
が
、最
も
高
い
の
は
国
際
線
ク

ル
ー
の
月
別
需
要
が
安
定
的
な
千
葉
県
の

10
・
３
％
で
あ
り
、次
い
で
山
梨
県
10
・
２

％
、
熊
本
県
７・９
％
、
大
分
県
７・８
％

と
続
い
て
い
る
。な
お
、東
京
都
に
つ
い
て

は
日
本
人
の
需
要
が
非
常
に
安
定
的
で
あ

り
、
外
国
人
を
含
む
変
動
係
数
の
ほ
う
が

４・３
％
悪
化
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

④
観
光
地
経
営
の
視
点
か
ら

以
上
、
観
光
需
要
の
時
期
的
な
偏
在
の

現
況
に
つ
い
て
、
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て

検
分
を
行
っ
て
き
た
。
月
や
曜
日
が
変
わ

れ
ば
需
要
の
主
体
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し

ま
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

観
光
地
経
営
の
視
点
か
ら
、観
光
需
要

の
時
期
的
分
散
は
重
要
で
あ
る
。
年
間
を

通
じ
た
安
定
的
利
潤
の
確
保
が
継
続
的

な
投
資
に
つ
な
が
り
、
安
定
雇
用
の
促
進

が
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
維
持
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

観
光
需
要
の
平
準
化
は
、
国
籍
、
年
代
、

同
行
者
、
活
動
、
交
通
機
関
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
類
軸
を
用
い
て
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
を

埋
め
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
抽
出
し
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
よ
う
に
カ
レ
ン
ダ
ー
に
当
て
は

め
て
い
く
作
業
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
限

ら
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
の
観
点

か
ら
は
“
選
択
と
集
中
”
が
要
請
さ
れ
る
。

信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
を
用
い
た
地
域
の
観

光
需
要
の
分
析
が
よ
り
重
要
と
な
る
。

（
し
お
や　
ひ
で
お
／
ご
き
た　
れ
い
こ
）

図11  月別延べ宿泊者数の変動係数と外国人客による改善（上位20道府県）

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査（2014年確報）」をもとに塩谷作成

改善率
順位 都道府県

a.月別延べ宿泊者数の
変動係数
（標準偏差／平均値）

b.月別日本人延べ宿泊者数
の変動係数
（標準偏差／平均値）

外国人受入による変動係数
の改善率％（a.-b.）*100/b.

月別外国人延べ宿泊者数
の変動係数
（標準偏差／平均値）

全国 0.14 0.15 7.2 0.14
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